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用語解説 
 

■Shannon 限界 

1949 年に Shannon が暗号の数理的体系を構築した際に、数学的に構成可能な共通鍵暗号に

おいてデータに対する情報理論的安全性には越えられない限界があることを証明した。そ

の限界を Shannon 限界という。この限界のため、完全秘匿を達成する方法は通信量と同じ

長さの真正乱数を一回だけ使う暗号方式である one time pad 以外存在しないことが導かれ

る。単一光子量子暗号は one time pad 用の鍵を量子的に配送することを目的に開発されて

いる。 

 

■量子雑音 

光波は多数の光子の重ね合わせの量子状態を持ち、それを観測すると、観測値となる光電

子の数が完全に不規則に出現する現象。 

 

■DAC 

デジタル・アナログ変換器の略語。Y-00 伝送装置においてはビット伝送用の多値の基底信

号の生成に用いる。 


